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そのブランドが生活者にとってど
んなベネフィットを感じていただ
けるのかといった、処方や商品特
長まで落とし込んだコンセプト提
案を強みとしています。
　最後の 4 つめが「溶融充填の処
方・製造技術」です。バームはリ
ップクリームでトップクラスのシ
ェアを持つロート製薬の仕事をさ
せていただいていることもあり、
当社の得意とする技術のひとつで
す。

　山田社長　あり
が と う ご ざ い ま
す。そして技術開
発力の強化の片側
でもう１つ重要な
軸として置いてい
ることが、３つめ
の強みである「徹
底した顧客起点の
社風」、並びにクラ
イアント様からみ
た生活者を見据えた「LTV 型 ODM
の独自性」です。
　その背景には、単に良いものを
つくったとしても、「誰に・どんな
ふうにこの商品を届けたいのか」
というブランドにかける思いや独
自性を語ることができなければ生
活者の心に響くことは叶いませ
ん。
　そこで当社では、自社ブランド
を展開している知見を活かし、ブ
ランドストーリーを語りながら、

点で圧倒的な優位性が挙げられま
す。
　また、昨今美容成分が化粧品選
びのトレンドになっていますが、
実は適切な配合量であることが大
事で、そこで当社の３Ｄ皮膚モデ
ルを用いますと、安全性を担保し
た上でどこまでの濃度が最適なの
かを導いてくれます。
　その他にも、ベンチマーク品と
の比較もひと目で端的に見いだせ
る他、「保湿」とひと言で言いま
しても、実は皮膚内の変化を見な
がら検証していくと、結果として
数タイプに分けることができるな
ど、「結果に対する理由が明確に分
かるようになった」ことも大きな
成果と言えます。またこれらの情
報開発は流通など２Ｂ営業の支援
や社内意思決定の支援の情報にも
なります。
　―　今後の実用化がとても楽し
みです。

層（表皮 / 真皮）〝３Ｄ皮膚モデ
ル〟として開発。これにより、安
全性のみならず、これまで難しか
った原料・処方の機能性を「定量
的かつ相対的に比較する」ことが
可能となりました。この評価技術
は他にはない当社独自の技術であ
り、今後は多くのクライアント様
のお役に立つべく、前面に打ち出
していきたいと考えています。
　―　化粧品業界の大きな後押し
となる画期的な開発と言えます。
もう少し具体的に技術の素晴らし
さについてお聞かせください。
　山田社長　コンセプト・原料選
択・訴求まで一貫性のある商品開
発が可能となりました。
　そして１回の試験で「14 通り
の生活者ベネフィットに対する効
果」を一気に捕捉できることか
ら、人のモニター試験に対するコ
スト減、あるいは時間面でも圧倒
的に短縮することができるという

は、長い開発期間をかけて新しい
技術を生み出せるということ。
一方 ODM は、開発点数が非常に
多いことから、新しく生み出して
きた技術も含め、今持っている技
術を発展的に磨いていけるという
強みがあります。この両方を自社
で有していることによって、多岐
にわたる高機能性処方の提案を実
現、かつ当社の商品は全て敏感肌
対応となっていることも〝技術力
の高さ〟を感じていただけると自
負しています。
　２つめが「評価技術の独自性と
多様さ」です。技術力を高め磨い
ていくには、それを評価する「評
価試験」（エビデンス）が片側で重
要になってきます。当社では技術
力の強化を図るべく、エビデンス
が重要視されるかなり以前から評
価試験に注力してまいりました。
そしてこの程、新たに人工皮膚細
胞を培養し３次元に組み上げた全

　―　まずは御社の歴史、その中
で培ってきた強みについてお願い
します。
　山田社長　当社は 1960 年に創
業、今年で 65 年目を迎えます。
創業当時は訪問販売の化粧品メー
カーとしてスタートし、他社ブラ
ンドの開発を行う「ODM 事業」
を主軸として行っておりその後直
営店と EC を行う「リテール／ EC
事業」において自社ブランドを展
開。
 現在ＯＤＭにおいてスキンケア
カテゴリーで国内３位のポジショ
ンを確立しています。
　その中で強み及び特長として挙
げられることは大きく 4 つ。まず
１つめは「技術力の高さ」です。
当社では先程申し上げたとおり、
自社ブランドと ODM それぞれの
強みと接点を活かした生活者への
貢献を掲げています。
　例えば、自社ブランドの良い点

業界初の評価技術を開発
　ODM事業・スキンケアカテゴリーで国内 3位というトップシェアに位置する「アンズコーポレ

ーション」では、同社が強みとしてきた「評価試験」において、新たに業界初となる「3D皮膚モデ

ル」を開発し大きな注目を集めている。エビデンスベースの情報開発が重要な時代の中で、日本の

ものづくりの追い風となる存在として期待が高まっている。
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　―　技術力から企画提案力ま
で、御社の強みはこれからの化粧
品業界においてますます存在感が
増していくと実感しました。その
上で、今後方向性及び目標につい
てお聞かせください。
　山田社長　方向性としまして
は、「新市場創造戦略」の開始と、
「海外 ODM の再設計による一層
の付加価値」を掲げています。まず
新市場創造戦略の目標としては、
スキンケアの本質であるコンセプ
トと一貫性のある機能性開発に回
帰する市場を作っていきたいと考
えています。
　そして海外においては、パート
ナー企業様と共にスキームの再検
討を行い、国内のクライアント様
との連携も併せて強化していきな
がら、一緒に海外進出を目指して
いこうという考えで進んでいま
す。
　―　上記の目標達成を目指して
いく上での強化ポイントは。
　山田社長　強化ポイントは３

つ。1 つめが、先程申し上げた「３
Ｄ皮膚モデルの使用用途をどのよ
うに磨きをかけていくか」です。
３Ｄ皮膚モデルは皮膚の中の変化
が見えることから、従来とは違う
処方化のアプローチができるとい
う点は大きな強みであり、現在、
メラノサイトを埋め込んだ美白専
用のモデルや、敏感肌対応まで取
り組みを広げています。
　２つめが、個社の短期的な結果
にとらわれない中長期視点での協
業探索と、その為の独自性の認識
です。これは、短期的な利益を追
うよりも、もっと長い目線で成長
に繋げていくことが企業としての
発展に繋がるという考えです。そ
の上で３つめに繋がるのが、個々
の案件ベースではなく、スキーム
を中心とした課題を検討していこ
うということ。
　先般開催されたサイトジャパン
では、こうした当社の ODM の特
長や姿勢、そして得意とするコン
セプト提案を発表させていただき

ました。その結果、沢山のクライ
アント様に共感いただき、新規で
すぐに商談したい企業数は前回に
比べ 180％、その他ご訪問すべき
企業数は 140％と大きな成果に繋
がり、当社としてもしっかり取り
組んでいこうという自信にも繋が
った次第です。
　―　それでは最後にお取引先様
へメッセージをお願いします。
　山田社長　当社はまだまだ伸び
しろ満載の企業ではありますが、
現場の熱量だけはどこにも負けな
い自信があります。そして生活者
が幸せになるからこそ、結果とし
てお取引先様、そして当社も幸せ
になるという順番で今後も誠心誠
意取り組んでまいります。
　生活者一人ひとりがスキンケア
に一層の期待を持っていただける
市場創造に向け、共に成長に向か
っていけるクライアント様との出
会いを大切に今後も邁進してまい
りますので、是非ご期待いただけ
ればと思います。
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